
 

1

別添資料２

別
添

資
料

2
.
 

実
績

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
 

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

ル
ー

マ
ニ
ア

側
投

入
（

C
P配

置
、
施
設
機

材
、
運

営
費

等
）
は

計
画
通
り
実
行
さ
れ
た

か
？

  

投
入
実
績

 
概

ね
計

画
通

り
。

（
M

/M
添

付
資

料
参

照
）

 
投

入
の

実
施

状
況

 

日
本

側
投
入

（
専

門
家
配
置
、

C
P研

修
、

施
設

機
材
、
運
営

費
等
）
は
計
画
通
り
実
施

さ
れ

た
か
？

 

投
入
実
績

 
概

ね
計

画
通

り
。

（
M

/M
添

付
資

料
参

照
）

 

投
入

に
係
る

総
合

評
価

: 
投
入

は
、
計

画
に

沿
っ

て
概

ね
適

切
に

行
わ

れ
た
。

 
 成

果
の

達
成

状
況

 
指
標

1-
1：

 
作
成
さ
れ
た
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
種
類
と
数
（
目
標
：
耐
震
補
強
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
含
む

1種
類
以
上
）

 

強
化

コ
ン
ク

リ
ー

ト
建

築
物

の
耐

震
補

強
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
第

1次
ド

ラ
フ

ト
）（

20
06
年

3月
）

 =
>プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま
で

に
最

終
版

完
成

予
定

。
 

 
指
標

1-
2：

 
効
果
的
か
つ
低
コ
ス
ト
補
強
技

術
に
関
す
る
、
構
造
技
術
者
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
回
数
と
参
加
者
数
（
目
標
：

8回
以
上
、

40
0名

以
上
）

 

20
07
年

3月
ま

で
に

、
当
該

分
野

は
8回

の
セ
ミ

ナ
ー

で

取
り

上
げ
ら

れ
た

。
26

3人
の

構
造

技
術
者

が
参

加
し

た
。

 

 

成
果

１
：

 
「

効
果

的
か

つ
低

コ
ス
ト
の
補
強
技
術
が

セ
ン

タ
ー
に

よ
っ

て
開
発
さ
れ
、
構
造
技
術

者
が

こ
の
技

術
を

習
得
す
る
。
」
は
達
成
さ

れ
た

か
。

 

指
標

1-
3：

 
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
満
足
度
（
目

標
:参

加
者
の

80
％
以
上
が
満
足
）

 
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

85
.9

%
 が

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

「
理

解
し
た

」
も

し
く

は
「

良
く

理
解

し
た

」
と

回
答

し
た

。
 



 

2

別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

 
指
標

2-
1：

 
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
開
発
ま
た

は
改
良
さ
れ
た
、
新
築
及
び
既
存
建
築
物
の
耐

震
設
計
に
関
す
る
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
種
類

と
数
（
目
標
：
既
存
建
築
物
の
耐
震
評
価
、
耐

震
補
強
設
計
、

In
pu

t d
es

ig
n 

gr
ou

nd
 m

ot
io

n、
耐
震
建
築
設
計
を
含
む

4種
類
以
上
）

 

・
 
強

化
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

築
物

の
耐

震
診

断
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
第

1
次
ド

ラ
フ

ト
）
（

20
07

年
3
月
）

=>
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

最
終

版
完

成
予

定
。

 
・

 
強

化
コ

ン
ク

リ
ー

ト
建

築
物

の
耐

震
補

強
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
第

1
次
ド

ラ
フ

ト
）
（

20
06

年
3
月
）（

成

果
1-

1
と

共
有
）

 =
>プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に

最
終

版
完
成

予
定

。
 

・
 
入

力
地

震
動

作
成

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

第
2
次
ド

ラ
フ

ト
）

=>
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
最

終
版

完
成

予
定

。
 

・
 

P1
00

-1
/2

00
6 
耐

震
設

計
基

準
 （

20
06
年

7月
完

成
）
セ

ン
タ
ー
の

技
術

的
協

力
を

得
て

U
TC

B
が

作

成
。

 
 

指
標

2-
2：

 
上
記
技
術
に
関
す
る
、
構
造
技

術
者
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
回
数
と
参
加

者
数
（
目
標
：

4回
以
上
、

20
0名

以
上
）

 

20
07
年

3月
ま

で
に

、
当
該

分
野

は
18
回

の
セ
ミ

ナ
ー

で

取
り

上
げ
ら

れ
た

。
55

1人
の

構
造

技
術
者

が
参

加
し

た
。

 

 

成
果

２
 ：

 
「

新
築

及
び

既
存

建
築
物
の
耐
震
設
計
に

関
す

る
基
準

が
M

TC
T/
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ

て
改

善
さ
れ

る
。

」
は
達
成
さ
れ
た
か
。

指
標

2-
3：

 
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
満
足
度
（
目

標
：
参
加
者
の

80
％
以
上
が
満
足
）

 
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

86
.1

%
 が

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

「
理

解
し
た

」
も

し
く

は
「

良
く

理
解

し
た

」
と

回
答

し
た

。
 

 
指
標

3-
1：

 
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
、
震
災
後
に
被
害
を
受
け
た
建
築
物
の
被
害

評
価
技
術
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
種
類
と

数
（
目
標
：
応
急
危
険
度
診
断
技
術
及
び
被
害

程
度
診
断
を
含
む

1種
類
以
上
）

 

被
災

建
物
診

断
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
20

06
年

11
月

完
成

）
：

M
TC

T承
認

済
み

。
 

 

成
果

３
：

 
「

震
災

後
に

被
害

を
受
け
た
建
築
物
の
被

害
評

価
技
術

が
セ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ

、
こ

の
技
術

を
構
造
技
術
者
が
習
得
す

る
。

」
は
達

成
さ

れ
た
か
。

 
指
標

3-
2：

 
被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
診

断
に
つ
い
て
の
、
構
造
技
術
者
対
象
の
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
回
数
と
参
加
者
数
（
目
標
：

5回
以

上
、

25
0名

以
上
）

 

20
07
年

3月
ま

で
に

、
当
該

分
野

は
3回

の
セ
ミ

ナ
ー

で

取
り

上
げ
ら

れ
た

。
31
人

の
構
造

技
術

者
が

参
加

し
た
。 



 

3

別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

 
指
標

3-
3：

 
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
満
足
度
（
目

標
：
参
加
者
の

80
％
以
上
が
満
足
）

 
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

93
.8

%
 が

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

「
理

解
し
た

」
も

し
く

は
「

良
く

理
解

し
た

」
と

回
答

し
た

。
 

 
指
標

4-
1：

 
一
般
市
民
対
象
の
地
震
防
災
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
回
数
と
参
加
者
数
（
目
標
：

5
回
以
上
、

25
0名

以
上
）

  

20
07
年

3月
ま

で
に

、
市

民
（
学

校
生

徒
含

む
）
対

象
の

セ
ミ

ナ
ー
が

7回
実

施
さ
れ

、
64

3人
が

参
加
し

た
。

 

 
指
標

4-
2：

 
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
満
足
度
（
目

標
：
参
加
者
の

80
％
以
上
が
満
足
）

 
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

90
.2

%
 が

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

「
理

解
し
た

」
と

回
答

し
た

。
 

 
指
標

4-
3：

 
市
民
を
対
象
に
出
版
さ
れ
た
出

版
物
の
種
類
と
数

(目
標
：
 
耐
震
補
強
に

関

す
る
政
府
支
援
の
内
容
と
、
防
災
一
般
を
含
む

2種
類
以
上

) 

(1
) 
「

耐
震
補
強

に
関

す
る

政
府

支
援

の
内

容
」

に
関

す
る

出
版
物

は
作

成
中

で
、

20
07

年
4
月

に
完
成

予
定
。 

(2
) 
学

校
の
生
徒

向
け

地
震

対
策

教
材

 
“E

du
ca

tia
 si

 
pr

ot
ec

tia
 e

le
vi

lo
r i

n 
ca

z 
de

 c
ut

re
m

ur
” 
を

20
06
年

に

出
版

し
た
。

学
年

に
応

じ
た

4バ
ー

ジ
ョ
ン

か
ら

成
る
。

 

 

成
果

４
：

 
「

一
般

市
民

の
防

災
教
育
の
質
が
セ
ン
タ

ー
に

よ
っ
て

改
善

さ
れ
る
。
」
は
達
成
さ
れ

た
か

。
 

指
標

4-
4：

 
出
版
物
読
者
の
満
足
度
（
目
標
：

読
者
の

80
％
以
上
が
満
足
）

 
(1

) 
「

耐
震
補
強

に
関

す
る

政
府

支
援

の
内

容
」

に
関

す
る

出
版
物

：
出

版
時

に
読

者
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

予
定

(2
) 
学

校
生
徒
向

け
地

震
対

策
教

材
：

今
後

読
者

ア
ン

ケ
ー

ト
実
施

予
定

。
 

 
成

果
５

（
追

加
）

：
 

「
セ

ン
タ
ー

が
開

発
し
た
技
術
を
適
用
す

る
基

盤
が
整

え
ら

れ
る
。
」
は
達
成
さ
れ
た

か
。

 
  

活
動

5-
1.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
耐
震
補
強
新
技

術
の
導
入
を
具
体
的
に
提
案
す
る
目
標
建
物

を
選
定
す
る
。

 

2
棟

の
建

物
が
選

定
さ

れ
た

。
 

(1
) 1

94
0
年

以
前

に
建

設
さ

れ
た

建
物
（

C
la

ss
 I）

1
棟

 
(2

) 1
94

0年
以

後
に

建
設
さ

れ
た

建
物

1棟
（
当

時
の

典

型
的

な
構
造
：
地

上
階

が
店

舗
の

い
わ

ゆ
る

ゲ
タ

履
き
） 



 

4

別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

 
＊

活
動

5-
1と

5-
2は

中
間
評
価
時
に
追
加
さ

れ
た

が
、
そ

れ
に

対
応
す
る
「
成
果
」
は
設

定
さ

れ
な
か

っ
た

。
終
了
時
評
価
の
最
初

に
、

PD
M
の

論
理

を
整
理
す
る
た
め
、
上
記

「
成

果
５
」
を
追

加
す
る
こ
と
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

と
確
認

・
合

意
し
た
。

 

活
動

5-
2.
目
標
建
物
に
対
す
る
耐
震
補
強
設

計
の
提
案
を
行
う
。

  
 

フ
ェ

ー
ズ

I（
補

強
基

本
計

画
）
、
フ
ェ

ー
ズ

II（
補

強

詳
細

設
計
）

は
終

了
し

、
M

TC
T
の

技
術

検
討

委
員

会

で
審

査
済
み

。
フ

ェ
ー
ズ

II
I（

補
強

詳
細
図
面

）
は

実

施
中

。
 

そ
の

後
、
行

政
の

担
当

事
項

で
あ

る
が

、
住

民
説

明
を

経
て

、
入
札

、
工

事
実

施
と

な
る

。
 

 
成

果
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

の
総

合
評

価
 

成
果

は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

 

 プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

見
込
み

 
「

甚
大

な
地

震
発

生
時

の
建

築
物
崩

壊
被

害
を

軽
減

さ
せ
る

た
め

の
技

術
が

改
善
さ

れ
、

普
及

さ
れ

る
」

 

１
．「

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了
時
ま
で
に
、

19
40

年
以

前
に
建

設
さ

れ
た
建
物

1棟
以
上
、
及

び
19

40
年

以
後
に

建
設
さ
れ
た
建
物

1棟
以

上
の

耐
震
補

強
工

事
の
実
施
設
計
に
、
セ
ン

タ
ー

の
技
術

が
採

用
さ
れ
る
」
見
込
み
が
あ

る
か

？
 

セ
ン
タ
ー
の
技
術
が
耐
震
補
強
工
事
の
実
施

設
計
に
採
用
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
採
用
さ
れ
る

見
込
み
の
、
建
築
物
・
住
宅
戸
数
の
数
（
築

年

に
関
す
る
情
報
含
む

 

(上
記

「
成

果
５

」
と

同
様

) 
2
棟

の
建

物
が
選

定
さ

れ
た

。
 

(1
) 1

94
0
年

以
前

に
建

設
さ

れ
た

建
物
（

C
la

ss
 I）

1
棟

 
(2

) 1
94

0
年

以
後

に
建

設
さ

れ
た

建
物

 
 フ

ェ
ー
ズ

I（
補

強
基

本
計

画
）
、
フ
ェ

ー
ズ

II（
補

強

詳
細

設
計
）

は
終

了
し

、
M

TC
T
の

技
術

検
討

委
員

会

で
審

査
済
み

。
フ

ェ
ー
ズ

II
I（

補
強

詳
細
図
面

）
は

実

施
中

。
 

そ
の

後
、
行

政
の

担
当

事
項

で
あ

る
が

、
住

民
説

明
を

経
て

、
入
札

、
工

事
実

施
と

な
る

。
 

 
２

．
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終
了
時
ま
で
に
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
作

成
し
た
震
災
被
害
評
価
、

耐
震

補
強
及

び
入

力
地
震
動
に
関
す
る
技

術
マ

ニ
ュ
ア

ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ル
ー
マ

ニ
ア

政
府
当

局
に

よ
っ
て
公
認
さ
れ
る
」
見

込
み

が
あ
る

か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
し
た
震
災
被
害
評
価
、

耐
震
補
強
及
び
入
力
地
震
動
に
関
す
る
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
、
ル
ー
マ

ニ

ア
政
府
に
よ
る
公
認
状
況

 

以
下

の
「

基
準
」
が

、
セ

ン
タ
ー

の
技

術
的

協
力

の
下
、

U
TC

B
 に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
た

。
  

・
 

P1
00

-3
/2

00
6 

Vo
l.1

 耐
震

診
断
基

準
 (
第

1
次
ド

ラ
フ

ト
) (

20
06

年
11

月
) =

> 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終

了
時

ま
で
に

完
成

し
、

M
TC

T
の

技
術

的
承

認
を

得
る

見
込
み

。
 

・
 

P1
00

-3
/2

00
6 

Vo
l.2

耐
震

補
強
基

準
 (
第

1次
ド

ラ

フ
ト

) (
20

06
年

11
月

) =
> 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終

了



 

5

別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

時
ま

で
に
完

成
し

、
M

TC
T
の

技
術

的
承
認

を
得

る
見

込
み
。

 
・

 
P1

00
-1

/2
00

6 
耐

震
設

計
基

準
 （

20
06

年
7
月

に

完
成

、
20

07
年

1
月

1
日
に

M
TC

T
承

認
済

み
。
）

入
力

地
震
動

に
関

す
る

内
容

含
む

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

の
総
合
評
価

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
。

 

 上
位

目
標
達

成
の

見
込

み
「

ル
ー
マ

ニ
ア

に
お

け
る

地
震
対

策
が

強
化

さ
れ

る
」

 

「
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

終
了
後

5年
以
内
に
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
も

た
ら
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム

を
用

い
て
新

築
・
耐

震
補
強
が
な
さ
れ
た
住

宅
の

戸
数
が

、
関

係
者
（
行
政
機
関
、
研
究

機
関

、
専
門

家
協

会
を
含
む
）
の
満
足
す
る

水
準

に
達
す

る
」

見
込
み
が
あ
る
か
？

  

1：
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
も
た
ら
し
た
ア
ウ
ト

カ
ム
を
用
い
て
新
築
・
耐
震
補
強
が
な
さ
れ

た

住
宅
の
戸
数
。
特
に
、
危
険
度
が
高
い
と
判

定

さ
れ
た
ブ
カ
レ
ス
ト
市
内

12
2棟

の
耐
震
補

強

状
況
。

 
2：

 
上
記
に
関
し
、
今
後
の
傾
向
に
つ
い
て

関
係
者
の
予
想

 

「
ル

ー
マ
ニ

ア
に

お
け

る
地

震
対

策
が

強
化

さ
れ

る
」

見
込

み
は
高

い
が

、
耐

震
補

強
の

促
進

に
は

住
民

の
同

意
取

り
付
け

が
最

大
の

難
関

で
あ

る
と

こ
ろ

、
工

事
の

ペ
ー

ス
が
劇

的
に

増
加

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。

「
満

足
す
る

水
準

」
が

ど
の

程
度

を
意

図
し

て
い

る
か

は
明

ら
か
で

な
い

が
、

耐
震

補
強

工
事

の
件

数
は

そ
れ

ほ
ど

増
え
な

い
と

い
う

の
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
一

致
し
た

見
解

。
 

上
位

目
標
達

成
の

見
込

み
に

つ
い

て
の

総
合

評
価

: 
「

ル
ー

マ
ニ

ア
に

お
け

る
地

震
対

策
が

強
化

さ
れ
る
」
見
込
み
は
高
い
が
、
指
標
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

5年
以

内
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

も
た

ら
し

た
ア

ウ
ト

カ
ム

を
用

い
て
新

築
・

耐
震

補
強

が
な

さ
れ

た
住

宅
の
戸
数
が
、
関
係
者
（
行
政
機
関
、
研
究
機
関
、
専
門
家
協
会
を

含
む

）
の

満
足

す
る

水
準

に
達

す
る

」
見

込
み

は
小

さ
い

。
  

実
施

プ
ロ

セ
ス

 

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

活
動

実
施
状

況
 

活
動

は
計
画

通
り

実
施
さ
れ
た
か
？

 
活
動
の
実
施
状
況

 
概

ね
計

画
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。
ほ

と
ん

ど
の

成
果

品
は

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
終

了
近

く
に

完
成

さ
れ

る
予

定
。
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別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

技
術

移
転

 
技

術
移

転
の

方
法

に
問
題
は
な
か
っ
た

か
？

  
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
技
術
移
転
の
内
容
、

方
法

 
日

々
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

及
び

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

に
て
技

術
移

転
が

着
実

に
行

わ
れ

た
。

技
術

面
だ

け
で

な
く
、

仕
事

へ
の

取
り

組
み

姿
勢

等
も

学
ん

だ
。

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
 

意
思

決
定
プ

ロ
セ

ス
：
 
活
動
の
変
更
、
軌

道
修

正
お
よ

び
人

員
の
選
定
等
に
か
か
る

決
定

は
ど
の

よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
で
な
さ
れ

た
か

？
 

意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
そ
れ
に
起
因
す
る

問

題
点

 
セ

ン
タ

ー
所

長
、

di
vi

si
on

 h
ea

ds
、

日
本

人
専
門

家
が

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運

営
に

積
極

的
に

参
加

し
た

。
 

M
TC

Tに
つ

い
て

は
、

所
長

と
日

本
人

専
門

家
が

必
要

に
応

じ
連
絡

・
協

議
し

た
。

  
合

同
調

整
委

員
会

（
Jo

in
t C

oo
rd

in
at

io
n 

C
om

m
itt

ee
）

は
中

間
評
価

（
20

05
年

3月
）

が
最

後
。

 
 

C
Pの

配
置
は
適

切
だ
っ
た
か
？
 

 
配
置
さ
れ
た

C
Pの

人
数
・
専
門
分
野
・
レ
ベ

ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど

 
専

門
分

野
・

レ
ベ

ル
は

適
切

で
あ

っ
た

。
 

人
数

は
不
足

で
あ

っ
た

。
特

に
D

iv
is

io
n 
４

。
 

多
数

の
職
員

が
兼

任
だ

っ
た

こ
と

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の
時

間
配

分
が

不
足

す
る

面
も

あ
っ

た
。

 

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

体
制
：
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
ど

の
よ
う

に
行

わ
れ
た
か
？
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

の
結
果

は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に

反
映

さ
れ
た

か
？

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
、
そ
の
結
果
の
利
用

状

況
 

会
合

：
月
に

1度
の

 d
iv

is
io

n 
he

ad
 m

ee
tin

g、
随

時
の

 
D

iv
is

io
n 

m
ee

tin
g 
、
全
員

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
（
研

修
生

帰

国
報

告
会
兼

）
。

 
報

告
書

：
6ヶ

月
報

告
書
（

JI
C

A
提

出
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
は

、
必

要
に

応
じ

て
随

時
見

直
さ

れ
た

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
：

 
日
本

人
専

門
家
間
、
専
門
家
と

C
P

間
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
効
果
的
に

行
わ

れ
た
か

？
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、
方
法
、
計
画

変
更
時
の
対
応
状
況
、
共
同
で
取
り
組
む
課

題

の
解
決
方
法
、
信
頼
関
係
の
確
立
、

C
Pの

主

体
性
・
参
加
意
識

  

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
間

の
関

係
は

良
好

で
あ

っ

た
。

日
々
の

業
務

や
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

通
じ

て
の

意
思

疎
通

は
的
確

に
行

わ
れ

た
。

信
頼

関
係

が
養

わ
れ

た
。

 



 

7

別添資料２

調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

 
JI

C
A
本

部
・
ル
ー

マ
ニ
ア
事
務
所
、
お
よ
び

日
本

の
関
係

機
関

の
サ
ポ
ー
ト
体
制

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
対

す
る
サ
ポ
ー
ト
は
的
確

だ
っ

た
か
？

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
連
絡

の
頻

度
、
内

容
、
方
法
等
）
は
効
果
的
に
行

わ
れ

た
か
？

  
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、
方
法
、
計
画

変
更
時
の
対
応
状
況
、
協
力
内
容

  
JI

C
A
事

務
所

と
の

会
合

は
定

期
的

で
は

な
い

が
適

宜

行
わ

れ
た
。

JI
C

A
の

サ
ポ

ー
ト

は
概

ね
的

確
で

あ
っ

た
。

日
本
側

関
係

機
関

の
サ

ポ
ー

ト
(建

築
研
究

所
等

)
も

、
技

術
的

支
援

、
専

門
家

派
遣

、
研

修
員

受
け

入
れ

等
、

的
確
に

行
わ

れ
た

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

ル
ー
マ
ニ
ア
側
関
係
機

関
（

M
TC

T、
U

TC
B
、

IN
C

ER
C
等
）
と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
は
効
果
的
に
行
わ

れ
た

か
？

  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、
方
法
、
計
画

変
更
時
の
対
応
状
況
、
共
同
で
取
り
組
む
課

題

の
解
決
方
法
、
信
頼
関
係
の
確
立
、

C
Pの

主

体
性
・
参
加
意
識

 

M
TC

Tと
は

、
適

宜
協

議
。

進
捗

報
告

及
び

年
間

計
画

の
報

告
等
。

 
U

TC
B

/IN
C

ER
C
と

は
、

各
自
の

活
動

を
通

じ
て

連
携
。 

 
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

 
セ
ン
タ
ー
の
権
限
･
責
任
は
明
確
か
つ
適
切

か
？

 
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
（
権
限
・
責
任
・
他
機

関
と
の
関
係
）

 
セ

ン
タ

ー
の

業
務

内
容

は
明

確
で

あ
り

、
そ

の
範

囲
内

で
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

は
順

調
に

活
動

し
て

き
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終

了
後

の
セ

ン
タ

ー
の

業
務

内
容

・
他

機
関

と
比
べ

て
の

特
色

、
位

置
づ

け
等

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る
。

 
 

ル
側

責
任
者

（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

/セ
ン
タ
ー

責
任

者
、
関

係
機

関
の
責
任
者
）
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ
ネ

ー
ジ

メ
ン
ト
へ
の
参
加
の
度

合
い

は
適
切

か
？

 

ル
側
責
任
者
の
意
識
と
参
加
度
合
い

 
セ

ン
タ

ー
長

お
よ

び
di

vi
si

on
 h

ea
ds
は

積
極

的
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
管

理
に

参
加

し
た

。
 

M
TC

T 
は

必
要

な
際

に
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

に

関
わ

っ
た
。

 
 

ル
側

か
ら
必

要
な

予
算
・
人
員
・
機
材
等
が

手
当

て
さ
れ

て
い

る
か
？

 
ル
側
の
予
算
・
人
員
配
置
状
況

 
概

ね
適

切
で

あ
っ

た
。

人
数

は
不

足
し

て
い

た
。

 

 
C

Pの
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
度
は
高
い

か
？

 
C

Pの
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
度
合
い

 
C

Pの
参

加
度
は

高
か

っ
た

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

整
備
さ
れ
た
機
材
の
維

持
管

理
状
況

は
良

い
か
？

 
機
材
の
維
持
管
理
状
況

 
機

材
の

維
持

管
理

状
況

は
良

好
で

あ
っ

た
。

一
部

、
事

務
手

続
き
の

遅
れ

で
長

い
間

使
用

で
き

な
い

機
材

も
あ

っ
た

。
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調
査

小
項

目
 

調
査

の
視

点
・
調

査
事
項

 
必

要
な
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

そ
の

他
 

そ
の

他
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
過
程
で
生

じ
た

問
題
や

、
効

果
発
現
に
影
響
を
与
え
た

問
題

は
あ
る

か
？

 
そ
の
原
因
は
何
か
？

 

こ
れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
過
程
で
提

示
さ
れ
た
問
題
点
と
原
因
、
お
よ
び
そ
の
対
処

の
状
況

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

範
囲

外
の

事
項
：
 
市

民
の
意

識
（
一

般
的

な
防
災

意
識

や
耐

震
補

強
の

必
要

性
へ

の
理

解
は

あ
る

が
、
実

際
の

耐
震

補
強

の
受

け
入

れ
は

別
問

題
）

や
法

律
。

 
セ

ン
タ

ー
の

給
与

水
準

の
低

さ
か

ら
、

専
任

職
員

の
確

保
が

困
難
。

 
 



 

1

別添資料３

別
添

資
料

3
.
 
 
5
項

目
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

 1.
 妥

当
性

 
調

査
小

項
目

調
査

の
視

点
・

調
査

事
項

 
必

要
な
情

報
・
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
・
上

位
目
標
は
ル
国
の

ニ
ー

ズ
に
合

致
し

て
い

た
か
？

 
ル
ー
マ
ニ
ア
国
の
地
震
災
害
発
生
状
況
や
地

震
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
に
関
す
る
情
報
。
課

題
と
考
え
う
る
対
応
策
。

 

ル
ー

マ
ニ
ア

に
お

い
て

、
次

の
大

震
災

の
可

能
性

が
高

く
、

地

震
災

害
軽
減

お
よ

び
耐

震
補

強
推

進
の

必
要

性
は

非
常

に
高

い
。

 
 

必
要

性
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
は

タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ

の
ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た
か
？

 
本
件
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ブ
カ
レ

ス
ト
市
民
の
ニ
ー
ズ

 
本
件
「

主
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
」

は
ブ

カ
レ

ス
ト

市
民

で

あ
っ
た

が
、

ブ
カ

レ
ス

ト
市

民
だ

け
で

な
く

ル
ー

マ
ニ

ア
国

民

全
体
に

と
っ

て
耐

震
補

強
の

必
要

性
は

高
い

。
よ

り
直

接
的

に

は
、
耐

震
補

強
技

術
の

開
発

・
改

善
・

普
及

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ

ル
ー
プ

で
あ

っ
た

構
造

技
術

者
の

、
技

能
向

上
ニ

ー
ズ

に
も

合

致
し
て

い
る

。
 

ル
国

の
開
発

政
策

と
の

整
合
性
は
あ
る

か
？

 
ル
国
の
国
家
開
発
政
策
、
地
震
関
連
政
策

 
ル
ー
マ

ニ
ア

の
国

家
開

発
計

画
20

07
-2

01
3 
（

20
05
年

12
月

）

の
中

で
、
地

震
の

リ
ス

ク
は

各
所

で
触

れ
ら

れ
て

い
る

（
環

境

保
全

、
緊
急

時
に

お
け

る
国

民
の

安
全

、
社

会
的

格
差

の
解

消

（
静

寂
な
建

物
の

住
民

の
保

護
）

な
ど

）
。

 

優
先

度
 

日
本

の
援
助

政
策
・

JI
C

A
国
別
事
業
実
施
計

画
と

の
整
合

性
は

あ
る

か
？

 
日
本
の
援
助
政
策
（

O
D

A
大
綱
等
）
、

JI
C

A
国
別
事
業
実
施
計
画
、
援
助
重
点
分
野

 
JI

C
A
の

ル
ー

マ
ニ

ア
国

別
事

業
実

施
計

画
（

20
05

）
に
お

い
て

は
、
重
点

分
野
「

産
業
振

興
と
貿

易
・
投

資
促
進

」
の
中

の
「
イ

ン
フ

ラ
整
備

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
当

該
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

位

置
づ

け
て
い

る
。

 
手

段
と

し
て

の

適
切

性
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
は

、
ル
国

の
地
震
災
害
軽
減

に
向

け
て
の

効
果

を
挙

げ
る

戦
略
と
し
て

適
切

だ
っ
た

か
？

 

地
震
災
害
軽
減
対
策
と
し
て
の
適
切
性

 
現
地
や
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
状
況

 
現
地
の
状
況
に
適
し
た
協
力
形
態
や
協
力
方

法
の
選
択
が
で
き
た
か

 

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
地

震
災

害
軽

減
に

向
け

て
、

耐
震

補
強

の

面
で
、

「
技

術
開

発
と

普
及

」
お

よ
び

「
市

民
の

地
震

防
災

意

識
向
上

」
の

2方
向

か
ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

と
っ

て
い

る
。
し
か

し
、

技
術
の

実
際

の
工

事
へ

の
適

用
は

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

の
範

囲
外

で
あ

る
。（

2棟
の
耐

震
補

強
設

計

は
工

事
へ
の

適
用

を
進

め
る

た
め

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

と
し

て
有

効
）

。
工
事

へ
の

適
用

、
耐

震
補

強
の

推
進

は
行

政
の

問
題

。
 

 



 

2

別添資料３

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の
選
択
は

適
切

だ
っ
た

か
？

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計
画
さ
れ
た
「
活
動
」
→
「
成

果
」
→
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
」
→
「
上

位
目
標
達
成
」
の
論
理
性
は
適
切
だ
っ
た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
は

、
耐

震
補
強
推

進
に

向
け

て
、
技

術
の

開
発
・

普
及
面

で
は

貢
献

し
た

が
、

社
会

面
（

住
民

の
防

災
意

識
向

上

は
行
っ

た
が

実
際

の
耐

震
補

強
工

事
に

は
必

ず
し

も
結

び
つ

か

な
い
）

と
政

策
面

で
は

限
界

が
あ

っ
た

。
 

 
日

本
の

技
術

の
比

較
優

位
性

は
あ
っ
た

か
？
（

日
本
の
ノ

ウ
ハ

ウ
・
経
験
を
活
か
せ

た
協

力
内
容

だ
っ

た
か

？
）

  

協
力
内
容
・
分
野
に
対
す
る

JI
C

A
の
こ
れ
ま
で

の
支
援
実
績

 
日
本
は

こ
の

分
野

、
特

に
実

践
面

で
は

明
ら

か
な

比
較

優
位

が

あ
る
。
し

か
し
ル

ー
マ

ニ
ア

の
必

要
に

応
じ

、
EU

基
準

を
元
に

し
た
り

米
国

の
技

術
を

取
り

入
れ

た
り

も
す

る
の

で
、

日
本

の

技
術
が

ど
れ

だ
け

取
り

入
れ

ら
れ

る
か

、
そ

の
ま

ま
通

用
す

る

の
か
そ

れ
と

も
あ

る
程

度
の

変
更

が
必

要
な

の
か

は
、

分
野

に

よ
っ
て

異
な

る
。

 
国
土
技

術
政

策
総

合
研

究
所
・
建

築
研

究
所
・

JI
C

A
は

ト
ル

コ
、

ペ
ル
ー

等
で

類
似

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

が
あ

る
。

既
存

の

研
究
機

関
対

象
の

も
の

が
多

か
っ

た
。

 
 

C
P機

関
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ
の
選
定
は

対
象

、
規
模

な
ど

に
お

い
て

適
切
だ
っ
た

か
？

 

C
P機

関
な
ら
び
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の

選
定
プ
ロ
セ
ス

 
U

TC
B
と

IN
C

ER
C
の

協
力

を
得

て
M

TC
Tの

下
に

セ
ン
タ

ー

を
設
立

し
た

こ
と

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
要

求
さ

れ
る

技

術
的
な

条
件

を
満

た
す

た
め

に
は

必
要

で
あ

っ
た

。
 

一
方
で

、
開

発
し

た
技

術
の

工
事

へ
の

適
用

は
セ

ン
タ

ー
の

業

務
の
範

囲
外

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

国
の

機
関

で
給

与
水

準
が

低

い
こ
と

か
ら

、
職

員
の

確
保

が
困

難
で

あ
っ

た
。

 
そ

の
他

 
中

間
評

価
以

降
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
取
り
巻

く
環

境
（

政
治
、
経

済
、
社
会
）
の
変
化
は

あ
っ

た
か
？

 

政
策
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
変
化
を
示
す
情
報

地
震
災

害
軽

減
の

必
要

性
は

、
政

策
の

中
で

引
き

続
き

認
識

さ

れ
て
い

る
。

 

2.
 有

効
性

 
調

査
小

項
目

調
査

の
視

点
・

調
査

事
項

 
必

要
な
情

報
・
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト

目
標

の
達
成

予

測
 

投
入
・
成

果
の
実

績
、
活

動
の
状
況
に
照
ら

し
合

わ
せ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
は
達
成

さ
れ

る
見
込

み
が

あ
る

か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
検
証
結
果
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の
達
成
度
合
い

 
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成

さ
れ

る
見
込

み
が

高
い

。
セ

ン
タ

ー
の

開
発

し
た

技
術

は
普

及

し
（

M
TC

Tに
よ

っ
て

基
準

と
し

て
承

認
さ

れ
れ

ば
強

制
力

が

あ
る

の
で
、

工
事

が
行

わ
れ

る
際

に
は

活
用

さ
れ

る
）

、
ま

た

二
つ

の
指
標

に
示

さ
れ

た
事

項
も

達
成

予
定

。
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因
果

関
係

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

設
定

さ
れ

て
い
る

4つ
の

成
果

が
達
成

さ
れ

る
こ

と
は

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目

標
達
成

に
必

要
か

つ
十

分
な
も
の
で

あ
っ

た
か
？

 
他

に
必

要
な

活
動

が
あ

っ
た

か
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
成
果
の
関
連

 
「
技
術

が
普

及
さ

れ
る

」
が

ど
の

程
度

の
も

の
を

意
図

し
て

い

る
の
か

明
ら

か
で

な
か

っ
た

が
、

終
了

時
評

価
の

初
め

に
「

技

術
が
構

造
技

術
者

に
紹

介
さ

れ
、

活
用

さ
れ

る
た

め
の

基
礎

が

で
き
る

」
と

解
釈

す
る

旨
合

意
し

た
。

こ
の

範
囲

で
あ

れ
ば

、

「
成
果

」
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
向

け
、

必
要

か
つ

十

分
な
も

の
で

あ
っ

た
。「

普
及
」
が

さ
ら

に
先
の
「

耐
震

補
強
工

事
の
推

進
」
を
意

図
し

て
い

た
と

す
れ

ば
（

改
定

前
の

PD
M
は

こ
の
解

釈
）、
「
成

果
」

は
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

」
の

達
成

に

向
け

て
十
分

で
は

な
い

上
、「

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
目

標
」
が

セ
ン
タ

ー
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

業
務

範
囲

外
と

な
っ

て
し

ま
う

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
特
に
貢
献

し
て

い
る
要

因
は

あ
っ

た
か

？
 

貢
献
要
因
の
事
例

 
優
秀
な

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
間

の

良
好
な

関
係

。日
本

の
優
れ

た
技

術
と

そ
れ

に
対

す
る

信
頼

感
。

優
れ
た

機
材

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

を
阻
害
し
て

い
る

要
因
は

あ
っ

た
か

？
 

阻
害
要
因
の
事
例

 
阻
害
要

因
は

特
に

な
か

っ
た

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
、
建
物
の
耐
震
補

強
の

実
施
設

計
が

行
わ

れ
た

か
（
中
間
評
価

提
言

1。
技

術
の

有
効

性
の

実
証
）
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

 
行
わ
れ

た
。

 
フ
ェ

ー
ズ

I（
補

強
基

本
計

画
）
、
フ

ェ
ー
ズ

II（
補

強
詳

細
設

計
）
は

終
了

し
、

M
TC

T
の

技
術

検
討

委
員

会
で

審
査

済
み

。

フ
ェ
ー
ズ

II
I（

補
強

詳
細

図
面

）
は

実
施

中
。

 
そ
の
後

、
行

政
の

担
当

事
項

で
あ

る
が

、
住

民
説

明
を

経
て

、

入
札
、

工
事

実
施

と
な

る
。

  
 

セ
ミ

ナ
ー
・
訓
練

コ
ー

ス
の

修
了
証
書
が
発

行
さ

れ
た
か

。
そ

れ
は

参
加

者
の
参
加
意
欲

向
上

に
つ
な

が
っ

た
か

。
（

中
間
評
価
提
言

2）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
、
セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ー

ス
参
加
者
の
数
お
よ
び
彼
ら
の
意
見

 
行
わ
れ

て
い

な
い

。
 

セ
ミ

ナ
ー
は

1日
（

数
時

間
）
の

も
の

で
あ

り
、
修

了
証

書
を
発

行
す
る

よ
う

な
訓

練
コ

ー
ス

と
は

い
え

な
い

。
 

 
市

民
啓

発
部

門
の

活
動

に
、

M
TC

T 
の
担
当

職
員

が
参
加

し
た

か
。
（

中
間
評
価
提
言

3）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

  
行
わ
れ

て
い

な
い

。
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外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
？

 
（

追
加

の
外

部
条

件
）

 
・
ル

ー
マ

ニ
ア
政

府
の

地
震

災
害
軽
減
政
策

が
継

続
さ
れ

て
い

た
か

？
 

外
部
条
件
の
影
響

 
ル
ー
マ

ニ
ア

政
府

の
地

震
災

害
軽

減
政

策
は

継
続

さ
れ

て
い

る
。

 

3.
 

効
率

性
 

調
査

小
項

目
調

査
の

視
点

・
調

査
事
項

 
必

要
な
情

報
・
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

ル
ー

マ
ニ
ア

側
及

び
日

本
側
の
投
入
（
予

算
･
人
員
・
機
材
・

C
P研

修
等
）
は
適
切
だ

っ
た

か
？

 

投
入
実
績

 
概
ね
適

切
で

あ
っ

た
。

 
問
題
点

：
 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
人

員
不

足
 

日
本
側

現
C

A
の

任
期

が
適

切
で

な
い

（
終

了
の

1年
前

に
赴

任
）
。

 

投
入

の
適
切

さ

機
材

は
有
効

に
活

用
さ

れ
た

か
。

 
機
材
の
活
用
状
況
（
実
験
の
実
施
状
況
等
）

 
機
材

は
有
効

に
活

用
さ

れ
た

。
一

部
の

機
材

が
、

事
務

手
続

き

の
遅

れ
（
車

両
扱

い
の

機
材

ナ
ン

バ
ー

プ
レ

ー
ト

取
得

遅
れ

）

か
ら

、
大
学

敷
地

の
外

に
出

て
の

作
業

が
で

き
る

ま
で

時
間

が

か
か

っ
た
。

 
成

果
（

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
）
の

達

成
度

 

成
果

の
達
成

状
況

は
適

切
か

？
 

成
果
の
達
成
状
況

 
全
て
の

「
成

果
」

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る

見
込
み

。
現

時
点

で
は

、
ほ

と
ん

ど
の

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

は

ド
ラ
フ

ト
が

完
成

し
た

段
階

。
 

セ
ン

タ
ー
職

員

の
技

術
習
得

・

能
力

向
上
状

況

セ
ン

タ
ー
職

員
は

ど
の

程
度

技
術
習
得
・
能

力
向

上
し
た

か
？

 
活
動
実
績

 
ル
ー
マ
ニ
ア
・
日
本
側
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
の
意
見

 

技
術
的

能
力

は
十

分
向

上
し

、
機

材
の

活
用

・
維

持
管

理
も

含

め
、
自
立

し
て
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
実

施
で

き
る

水
準

に
あ

る
。

仕
事
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
等

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
通

じ

て
学
ん

だ
。

啓
発

活
動

（
お

よ
び

政
策

関
連

の
活

動
）

に
つ

い

て
は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
に

継
続

す
る

た
め

に
は

さ
ら

に

力
を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 
因

果
関

係
 

活
動

は
、
成

果
を

達
成

す
る

た
め
に
適
切
に

設
定

さ
れ
て

い
た

か
？

  
 

活
動
実
績
、
成
果
の
達
成
状
況

 
「
活
動

」
は

「
成

果
」

の
達

成
と

直
結

し
て

い
た

。
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外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

て
い

た
か
？
 

 
満

た
さ

れ
て

い
な

い
場

合
ど

う
対
応
し
た

か
？

 
・
「

日
本

側
か
ル

ー
マ

ニ
ア
側
の
経
済
状
況

が
悪

化
し
な

い
」

 
・
「

訓
練

を
受
け

た
技

術
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活

動
を
続

け
る

」
 

活
動
実
績

 
・
日
本

・
ル

ー
マ

ニ
ア

と
も

経
済

状
況

は
悪

化
し

て
い

な
い

。
 

 ・
本
邦

研
修
後
に

退
職

し
た

C
Pも

い
た

。
給
与

水
準

の
低

さ
が

主
な

理
由
。
こ
こ

2年
間

国
の
機

関
は

職
員

の
新

規
採

用
が

で
き

な
か
っ

た
。

募
集

し
て

も
、

民
間

に
比

べ
て

条
件

が
良

く
な

い

た
め
応

募
が

な
い

場
合

が
あ

る
。

 

タ
イ

ミ
ン
グ

 
活

動
は

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実
施
さ
れ
た

か
？

 
活
動
実
績

 
活
動
は

概
ね

計
画

通
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

 
ほ
と
ん

ど
の

成
果

品
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

期
近

く
に

な

っ
て
完

成
す

る
よ

う
元

々
計

画
さ

れ
て

い
る

。
 

そ
の

他
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

運
営

管
理

体
制
は
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
推

進
に

効
果

的
か
つ
効
率

的
で

あ
っ
た

か
？

 

活
動
実
績

 
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

部
で

の
運

営
管

理
体

制
は

適
切

で
あ

っ
た

（
セ
ン

タ
ー

長
、

di
vi

si
on

 h
ea

ds
、

日
本

人
専
門

家
）

。
 

M
TC

Tの
介

入
は

必
要

に
応

じ
て

。
 

 
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

教
訓

は
生
か
さ
れ

て
い

る
か
？

  
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例

 
日
本
の

国
土

技
術

政
策

総
合

研
究

所
・

建
築

研
究

所
は

同
分

野

の
JI

C
A
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

を
い

く
つ

か
の

国
で

実
施

し
た

経
験

が
あ

る
。
他
の
国

で
も

同
様

に
、
研

究
機

関
を

C
Pに

し
て
の
マ

ニ
ュ
ア

ル
作

成
が

活
動

内
容

だ
っ

た
。

本
件

（
ル

ー
マ

ニ
ア

）

が
他
の

案
件

と
異

な
る

の
は

、
１

）
C

P機
関
（
セ

ン
タ

ー
）
が

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

た
め

に
設

立
さ

れ
た

こ
と

、
２

）
マ

ニ
ュ

ア

ル
作

成
だ
け

で
な

く
、

実
際

の
工

事
へ

の
適

用
（

実
施

設
計

）

も
行

っ
て
い

る
こ

と
。

 

4.
 イ

ン
パ

ク
ト

 
調

査
小

項
目

調
査

の
視

点
・

調
査

事
項

 
必

要
な
情

報
・
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

上
位

目
標
の

達

成
見

込
み

 
投

入
・
成
果

の
実

績
、
活
動
の
状
況
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

状
況

に
照
ら
し
合

わ
せ

て
、
上

位
目

標
（
「

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お

け
る

地
震
対

策
が

強
化

さ
れ

る
」
）
は
、
発

現
が

見
込
ま

れ
る

か
？

 

実
績
、
外
部
条
件
の
影
響
確
認
、
貢
献
・
阻
害

要
因
の
事
例

 
「
地
震

対
策

が
強

化
さ

れ
る

」
見

込
み

は
高

い
が

、
指

標
と

な

っ
て
い

る
「

耐
震

補
強

を
実

施
し

た
住

宅
戸

数
」

が
「

関
係

者

の
満
足

す
る

水
準

（
こ

れ
の

意
図

し
て

い
る

程
度

は
不

明
）

」

に
5年

以
内

に
達

す
る

可
能

性
は

低
い

。
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プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
か

ら
、
レ

ポ
ー
ト
・
実
験
デ

ー
タ

等
が
出

版
さ

れ
た

か
。
そ
れ
は
セ
ン
タ

ー
の

活
動
を

周
知

す
る

こ
と
に
つ
な
が
っ

た
か

（
中
間

評
価

提
言

４
）
。

  

実
績

 
行
わ
れ

て
い

る
。

 
論
文
や

、
国

内
・

国
外

の
会

議
に

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

発

表
し
て

い
る

。
 

「
保

存
建
築

物
の

リ
ス

ト
」
の
見
直
し
に
つ

い
て

、
M

TC
Tか

ら
文

化
省
に
対
し
て
提
言

さ
れ

た
か
？

リ
ス

ト
は

見
直
さ
れ
た
か
？

そ
れ

は
、
耐

震
補

強
工

事
の
実
施
を
容
易
に

し
た

か
？
（

中
間

評
価

提
言
５
）
。

 

実
績

 
行
わ
れ

な
か

っ
た

。
 

こ
れ

は
現
実

的
な

提
言

で
は

な
か

っ
た

。
 

一
般

市
民
の

、
耐

震
補

強
工
事
に
つ
い
て
の

関
心

が
高
ま

っ
た

か
？

 
貢
献
要
因
の
事
例

 
耐
震
補

強
へ

の
一

般
的

な
関

心
は

高
ま

り
理

解
も

さ
れ

て
い

る

が
、
そ

れ
が

必
ず

し
も

自
分

の
住

ん
で

い
る

建
物

の
耐

震
補

強

工
事
受

け
入

れ
に

は
つ

な
が

ら
な

い
。

 
上

位
目

標
の

達
成

を
阻

害
す
る
要
因
は
あ

る
か

？
 

実
績
、
外
部
条
件
の
影
響
確
認
、
貢
献
・
阻
害

要
因
の
事
例

 
耐
震
補

強
工

事
の

推
進

に
は

政
策

的
取

り
組

み
が

必
要

（
セ

ン

タ
ー
業

務
の

範
囲

外
）

。
住

民
の

不
便

を
解

消
す

る
手

段
が

工

夫
さ
れ

な
い

と
耐

震
補

強
工

事
は

進
ま

な
い

。
 

因
果

関
係

 
上

位
目

標
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標
は
乖
離

し
て

い
な
い

か
？

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ロ
ジ
ッ
ク
、
外
部
条
件
の
影

響
、
貢
献
・
阻
害
要
因
の
確
認

 
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
か

ら
上

位
目

標
達

成
に

至
る

に
は

、

政
府
の

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

（
セ

ン
タ

ー
業

務
の

範
囲

外
）
。
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外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

て
い

た
か
？
満
た

さ
れ

て
い
な

い
場

合
ど

う
対

応
し
た
か
？

 
・
補

強
工

事
に
つ

き
、
居

住
者
と
所
有
者
が

同
意

す
る

 
・
居

住
者

が
建
物

構
造

物
を

正
し
く
維
持
管

理
す

る
（

居
住
者

は
、
構

造
的
に
重
要
な
箇

所
を

壊
し
た

り
取

り
除

い
た

り
し
な
い
）

 
・

他
の

最
重

要
建

築
物

を
所
有
す
る
省
が
、

補
強

事
業
の

予
算

を
準

備
す
る

 
（

以
下

、
追

加
で

想
定

さ
れ

る
外
部
条
件
）

・
ル

ー
マ
ニ

ア
政

府
当

局
が

耐
震
補
強
設

計
・

工
事
の

推
進

を
継

続
す

る
。

 
・
設

計
・
建

築
業

者
が

、
セ
ン
タ
ー
の
開
発

し
た

技
術
を

実
際

の
工

事
に
採
用
す
る
。

 

活
動
実
績
 

実
施
プ
ロ
セ
ス
で
の
検
証

 
・
住
民

の
同

意
を

得
ら

れ
ず

に
工

事
に

着
手

で
き

な
い

場
合

が

多
い
。

工
事

に
伴

う
不

便
の

解
消

手
段

が
必

要
で

あ
り

、
こ

れ

は
行
政

の
役

割
で

あ
る

。
 

・
住
民

は
耐

震
補

強
の

必
要

性
を

一
般

的
な

文
脈

で
は

理
解

し

て
い
る

が
、

自
分

の
居

住
す

る
建

物
の

耐
震

補
強

に
賛

成
す

る

と
は
限

ら
な

い
。

ま
た

、
居

住
者

が
建

物
を

正
し

く
維

持
管

理

し
て
い

る
か

ど
う

か
は

明
ら

か
で

な
い

。
 

・
世

銀
が
公

共
建

物
の

耐
震

補
強

を
始

め
て

い
る

。
 

 ・
ル
ー

マ
ニ

ア
政

府
は

耐
震

補
強

を
推

進
す

る
政

策
を

有
し

て

い
る
。

民
間

建
物

へ
の

工
事

費
用

の
補

助
、

全
住

民
の

同
意

な

し
で
も

工
事

が
で

き
る

法
律

の
制

定
な

ど
。

 
・
「
基

準
」

に
な

っ
た

技
術

は
強

制
力

を
も

つ
の

で
、

実
際

に

工
事
が

行
わ

れ
る

際
に

は
セ

ン
タ

ー
の

開
発

し
た

技
術

が
使

わ

れ
る
可

能
性

が
高

い
。

 
上

位
目

標
以

外
の

正
負

の
イ
ン
パ
ク
ト
は

生
じ

た
か
（

政
策
・
制

度
面

、
社
会
文
化
面

等
へ

の
影
響

）
？

 

該
当
す
る
事
例
の
確
認

 
・
地
震

災
害
対
策

に
つ

い
て

、
一

般
市

民
の

意
識

が
向

上
し

た
。

 
・
耐
震

補
強

工
事

の
推

進
を

セ
ン

タ
ー

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

直

接
的
に

進
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

社
会

的
階
層

、
民

族
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
違
い

に
よ

り
異
な

っ
た

イ
ン

パ
ク
ト
が
生
じ
て

い
る

か
（
特

に
負

の
イ

ン
パ
ク
ト
）
？

 

該
当
す
る
事
例
の
確
認

 
・
全

て
の
市

民
に

対
し

て
同

様
に

裨
益

す
る

が
、

特
に

脆
弱

建

物
の

住
民
を

裨
益

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

波
及

効
果

 

そ
の

他
、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施
に
よ
る
マ

イ
ナ

ス
の
影

響
は

あ
る

か
？

 
そ

れ
を

軽
減

す
る

措
置

は
と
ら
れ
て
い
る

か
？

 

該
当
す
る
事
例
の
確
認

 
・
日

本
の
技

術
に

対
す

る
住

民
の

期
待

が
高

い
分

、
耐

震
補

強

工
事

に
ま
つ

わ
る

不
便

を
解

消
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

た
め

、

失
望

す
る
住

民
も

い
る

。
  

5.
 自

立
発

展
性

 
調

査
小

項
目

調
査

の
視

点
・

調
査

事
項

 
必

要
な
情

報
・
デ

ー
タ

 
調

査
結

果
 

政
策

・
制
度

面
地

震
災

害
軽

減
に

関
す

る
ル

ー
マ
ニ
ア
政

府
の

政
策
支

援
は

協
力

終
了

後
も
継
続
す

る
か

？
（

国
家
政

策
の

中
で

の
位
置
づ
け
の

確
認

）
 

ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
の
政
策
・
方
針

 
ル
ー

マ
ニ
ア

政
府

と
し

て
、

地
震

災
害

軽
減

・
耐

震
補

強
推

進

の
方

向
性
は

変
わ

ら
な

い
。

た
だ

し
、

セ
ン

タ
ー

の
位

置
づ

け

は
必

ず
し
も

安
定

的
に

保
証

さ
れ

て
い

な
い

。
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本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト
（
技

術
・
マ

ニ
ュ

ア
ル
・
耐

震
設

計
基
準
、
構
造

技
術

者
へ
の

普
及

活
動
、
市

民
対
象
の
防
災

教
育

）
が

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了
後
も
継
続

し
て

活
用
さ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み
は
で
き

て
い

る
か
？

 

セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
、
予
算
・
人
員
措
置
、

事
業
計
画

 
・
「
基

準
」

に
つ

い
て

は
強

制
力

が
あ

る
た

め
実

際
の

工
事

で

使
わ
れ

る
。

 
・

C
Pは

大
学
教

員
（
研

究
者
）
で

あ
り

、
自
分

の
分

野
の

研
究

開
発

は
継
続

す
る

見
込

み
が

高
く

、
技

術
的

水
準

も
高

い
が

、

啓
発

活
動
へ

の
関

心
は

必
ず

し
も

高
く

な
い

。
啓

発
活

動
は

意

識
的

に
継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
組

織
・

財
政

面
セ

ン
タ

ー
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了
後
も
継

続
し

て
活
動

す
る

見
込

み
が

あ
る
か
？
（
体

制
、

人
事
、

予
算

、
施

設
機

材
）

 

セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
、
人
員
、
予
算

 
セ
ン
タ

ー
の

技
術

的
水

準
は

十
分

に
高

く
、

機
材

も
高

性
能

な

も
の
を

有
し

て
い

る
の

で
、

研
究

開
発

に
つ

い
て

は
問

題
が

な

い
。
課

題
と

し
て

は
、

  
・
技
術

の
実

践
へ

の
適

用
 

・
民
間

と
の

連
携

 
・
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

後
、
他
の

類
似

機
関

と
比

べ
、
何

を
「

売
り
」

に
す
る

か
。

 
・
収

入
創
出

を
ど

の
よ

う
に

行
う

か
。

 
・
給
与

水
準

が
低

い
中

、
優

秀
な

職
員

を
ど

の
よ

う
に

確
保

す

る
か
。

 
技

術
面

 
セ

ン
タ

ー
職

員
の

技
術
・
能
力
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
終
了

後
も

自
力

で
活

動
を
継
続
で

き
る

水
準
に

向
上

し
た

か
？

 

セ
ン
タ
ー
職
員
の
技
術
取
得
・
能
力
向
上
状
況

技
術
的

に
は

、
機

材
の

活
用

・
維

持
管

理
を

含
め

十
分

高
い

水

準
に
あ

る
。

啓
発

活
動

に
つ

い
て

は
人

員
不

足
・

関
心

不
足

が

み
ら
れ

る
た

め
、

セ
ン

タ
ー

と
し

て
意

識
的

に
継

続
し

て
い

く

必
要
が

あ
る

。
 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
投

入
さ
れ
た
資

機
材

の
維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ
れ
て
い

る
か

？
 

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
資
機
材
の
維
持
管
理
・
活

用
状
況

 
機
材
の

維
持

管
理

能
力

は
十

分
に

備
え

て
い

る
。

 
た
だ

し
、
国

の
機

関
は

外
国

と
直

接
取

引
す

る
こ

と
が

で
き

な

い
法

制
度
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
に

機

材
を

メ
ン
テ

ナ
ン

ス
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

技
術
・
マ
ニ
ュ

ア
ル

等
は
、
実
地

で
活

用
さ

れ
て
い
る
か
？

あ
る

い
は
そ

の
見

込
み

が
あ

る
か
？

 

セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
技
術
を
使
っ
て
補
強

さ
れ
た
建
物
の
数
。

 
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
普
及
状
況
。

 

「
基
準

」
に

な
っ

た
も

の
は

強
制

力
が

あ
る

の
で

、
実

際
の

工

事
に
使

わ
れ

る
。
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耐

震
補

強
工

事
に

つ
い

て
、
業
界
や
一
般
市

民
の

意
識
は

向
上

し
た

か
？

 
技
術
者
・
一
般
市
民
の
、
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

状
況

 
技
術
者
・
一
般
市
民
の
、
耐
震
補
強
工
事
に
つ

い
て
の
関
心

 

業
界
・

一
般

市
民

共
に

、
耐

震
補

強
工

事
に

つ
い

て
の

意
識

は

向
上
し

た
が

、
工

事
に

伴
う

各
種

の
不

都
合

か
ら

、
住

民
の

同

意
が
得

ら
れ

な
い

場
合

が
多

い
。

ま
た

、
地

震
と

い
う

災
害

の

性
質
（

予
見

不
可

能
、

頻
度

が
他

の
災

害
よ

り
少

な
い

）
の

た

め
、
緊

急
に

備
え

を
し

よ
う

と
い

う
意

識
は

生
ま

れ
に

く
い

。
 

建
設
業

者
に

と
っ

て
は

、
公

共
工

事
と

な
る

耐
震

補
強

の
仕

事

は
、
民

間
の

仕
事

に
比

べ
て

魅
力

が
少

な
い

た
め

、
入

札
に

か

け
て
も

応
募

が
な

い
場

合
も

あ
る

。
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